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（該当者数）

【都市規模】

商店街で閉店した店舗を

多く見かけるようになった

空き家や空き地が増えた

担い手不足で祭りなどの

伝統行事ができなくなった

バスや鉄道の運行本数が

減った

ご近所づきあいが減り、

孤独を感じるようになった

学校や保育園などが

なくなった

働く場所が減り、自宅から

離れた場所に働きに出る人

が多くなった

近くの病院や診療所、

介護施設がなくなった

まちの中で子どもや若い

人の数が少なくなった

まちの中でお年寄りの

割合が増えた
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補足１．人口減少・高齢化の実感（都市規模別）

人口減少・高齢化の実感（問１）について、都市規模別にみると、
○ 都市規模が小さいほど、人口減少・高齢化をより強く実感している者が多い。[１]

具体的には、若い人が減ったことのほか、バス・鉄道の運行本数、学校等、働く場、病院等が減った、といった
生活上の不便を実感する者の割合が、特に多くなっている。[２]

〇 一方、高齢者が増えた、近所づきあいが減った、ことを実感する者が、大都市で比較的多い。[２]

１

[１]居住地における人口減少・高齢化の実感
（問１ 都市規模別）

実感している

どちらかと
いえば実感
している

どちらかと
いえば実感
していない

わから
ない

実感して
いない

[２]人口減少・高齢化を実感する事象
（問１更問 都市規模別）

（備考）１．本資料は、内閣府「国土形成計画の推進に関する世論調査」に
より国土交通省が作成。

２．本調査で用いた都市規模区分は次のとおり。
・大都市：東京都区部、政令指定都市
・中都市：人口10万人以上の市
・小都市：人口10万人未満の市
・町村

（［２］の注）
１．［１］で「実感している」、
「どちらかといえば実感している」
と答えた者に、複数回答。
２．回答割合が低かったものなど、
一部の選択肢の結果は省略して
いる。



（該当者数）

[都市規模]

大都市 435

中都市 719

小都市 430

町村 174
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31.0

26.3

20.2
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まちが寂れ、にぎわいが

なくなること

閉店する店舗が増え、

買い物が不便になること

ご近所がいなくなり、住民

間での交流が少なくなること

近くの病院や診療所、介護

施設がなくなり、地域で十分

な医療・介護サービスを

受けられなくなること

空き家や空き地が増え、

景観や治安の悪化、建物の

倒壊などの危険にさらされる

こと

担い手不足で、祭りなど

地域の伝統や文化を継承

できなくなること

働く場所や機会が減って、

収入が少なくなること

バスや鉄道の運行本数が減

って、移動が不便になること

学校や幼稚園、保育園など

がなくなり、育児や子育てが

しにくくなること
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補足２．居住地の将来に対する不安（都市規模別）

居住地の将来に対する不安（問２）について、都市規模別にみると、
○ 都市規模が小さいほど、不安を感じる者の割合が高い。[３]

具体的には、にぎわいがなくなる、との不安のほか、働く場やバス・鉄道の運行本数が減る、学校等がなくなる
といった生活の利便性への不安が比較的大きくなっている。[４]

〇 一方、ご近所がいなくなる、との不安は、大・中都市で比較的大きい。[４]

２

[３]居住地の将来に対する不安
（問２ 都市規模別）

[４]居住地の将来に関する不安要素
（問２更問 都市規模別）

不安を
感じている

どちらかと
いえば不安を
感じている

不安を感じて
いない

どちらかと
いえば不安を
感じていない

わから
ない

（［４］の注）
１．［３］で「不安を感じている」、「どちらかといえば不安
を感じている」と答えた者に、複数回答。
２．回答割合が低かったものなど、一部の選択肢の
結果は省略。



補足３．居住地を選ぶ上で重視する条件（年齢別）

居住地を選ぶ上で重視する条件（問５）を、年齢別にみると、
○ 若年層を中心に以下の傾向がみられる。
・２０～４０歳代は、学校、保育園など、教育・子育て環境を比較的重視。
・２０～５０歳代は、買い物が便利、働く場所・賃金、を比較的重視。

〇 そのほか、中高年層を中心に、
・４０～７０歳代以上は医療・介護環境、５０～７０歳代以上は気候・自然環境、を比較的重視。

３

[５]居住する地域を選ぶ上で重視する条件
（問５ 年齢別）

治安が良いところ

病院や診療所、介護施設など

医療・介護の環境が整って

いるところ

商店街や大型スーパー、

ショッピングモールなどの商業

施設があり、買い物が便利な

ところ

地震、風水害、土砂災害など

の災害の危険性が低いところ

気候や自然環境に恵まれ

ているところ

物価や家賃などの生計費

が安いところ

学校などの教育環境が

整っているところ
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40.5 

22.5 
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64.3 
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31.7 

15.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 (％)

※複数回答

働く場所が多く、賃金水準

が高いところ

保育園、幼稚園、児童館

などの子育て施設が

整っているところ

家族（子ども、親、祖父母

など）や親戚がいるところ

スポーツや文化など趣味を

楽しむための環境が整って

いること

公園や公民館などが整備

され、地域における人の

交流が盛んなところ

祭りなどの地域活動が活発

なところ

23.9 

38.1 

34.3 

25.4 

20.1 

17.2 

25.6 

35.2 

53.4 

35.2 

16.4 

14.2 

24.0 

37.3 

33.3 

30.3 
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13.7 

32.2 

39.8 
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24.3 
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３０～３９歳（N=219人）

４０～４９歳（N=300人）

５０～５９歳（N=304人）

６０～６９歳（N=400人）

７０歳以上（N=401人）

(％)



駐車場の整備

鉄道やバスなどの駅・

停留所の設置

道路の拡幅や車線の

追加などの道路整備

デマンドバス、乗合

タクシーなどの普及

パークアンドライドの

普及

移動販売や配送

サービスの充実

鉄道やバスなどの路線・

運行本数の増加、

運行時間の延長
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補足４．生活サービスと「コンパクト＋ネットワーク」（都市規模別）

４

[６]徒歩圏又はバス・電車・車等で30分圏内に必要な施設
（問６(1)(2) 都市規模別）

[７] 自宅と生活サービス施設が集まった場所を行き来する際に
利用する交通手段等（問７ 都市規模別）

必要な生活サービス施設や交通手段等（問６～８）について、都市規模別にみると、
○ 都市規模が大きいほど、特に徒歩圏で必要とする生活サービス施設の数が多い。[６]
○ 施設ごとの特徴として、スーパー、コンビニ→徒歩圏 病院、銀行、郵便局→バス・電車・車等の圏内（徒歩圏以外）

で必要とする割合が高い。[６]
〇 バス・電車・車等で30分圏内であれば、小都市・町村では車利用が多く、大都市ではバス・鉄道を利用する傾向。[７]
○ 特に、小都市・町村では、道路整備やデマンドバス、移動販売等の充実に関する要望が比較的多い。[８]

[８] 自宅と生活サービス施設が集まった場所を行き来する
交通手段等に関する要望（問８ 都市規模別）

（％）
徒歩圏 バス・電車・車等30分圏内（徒歩圏以外）

（[６]の注）
１．「徒歩圏」：自宅から徒歩、自転車で行ける範囲に最低限必要な施設として選択した者の割合。
「バス・電車・車等30分圏内(徒歩圏以外）」：「徒歩圏」で回答したもの以外で、自宅からバス・電車、
車などの交通手段で30分以内に行ける範囲に最低限必要な施設として選択した者の割合。

２．複数回答。回答割合が高かった上位７位までの施設を記載。それ以下の施設は記載を省略。

上から、
大都市（Ｎ＝435人）
中都市（Ｎ＝719人）
小都市（Ｎ＝430人）
町村（Ｎ＝174人）

※複数回答

※複数回答

郵便局

ガソリンスタンド

国や地方公共団体
などの行政機関窓口

病院

銀行，信用金庫などの
金融機関

個人商店など小規模な
小売店舗，
コンビニエンスストア

日用品，食料品などを
販売するスーパー
マーケット

バ　　　　ス

鉄道（地下鉄、路面電車

などを含む）

タクシー（ハイヤーを含む）

移動販売や配送サービス

自家用自動車

（自動二輪車などを含む）
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72.0 

42.4 

34.9 
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町村（N=174人）

(％)



（該当者数）

大都市 435

中都市 719

小都市 430

町村 174

[都市規模]

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

51.3

57.7

61.9

56.3

22.3

23.1

19.8

24.1

1.6

1.3

2.1

3.4

15.2

11.4

11.4

10.9

9.7

6.5

4.9

5.2

自分や配偶者の出身地

過去に、観光などで滞在した

ことがある地域

子どもなど面倒を見てくれる

親族が住んでいる地域

自分や配偶者の両親などの

親族の出身地

過去に、学生時代や転勤など

で住んだことがある地域

テレビやインターネットなどの

情報を通じて魅力を感じて

いる地域

44.1

23.5

36.8

10.3

16.2

10.3

35.7

22.7

15.7

21.6

18.9

14.6

25.5

23.4

8.5

19.1

14.9

23.4

6.3

40.6

46.9

6.3

3.1

12.5
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農山漁村地域（N=68人)

地方都市部（N=185人）

大都市部（N=47人）

海外（N=32人）

希望する移住先：

(％)

（該当者数）

大都市 108

中都市 129

小都市 70

町村 28

[都市規模]

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

16.7

23.3

21.4

17.9

59.3

46.5

62.9

60.7

14.8

17.1

8.6

10.7

8.3

11.6

7.1

10.7

補足５．老後に向けた移住①（都市規模別等）

○老後に向けた移住（問12）について、都市規模別にみると、
・ 別の地域へ移住したいとの意向は、大都市で比較的強い。[９] 

・ どの都市規模でも５～６割程度が地方都市部への移住を希望。[10]

○農山漁村地域への移住希望者の４割弱が、過去に観光等で滞在したことがあるとして、この地域を選択。[11]

５

[11]希望する移住先の地縁・関係性
（問12更問２ 希望する移住先（問12更問1）とのクロス）

現在の地域に
住み続けたい

別の地域へ
移住をしたい

わからない

[９]老後に向けた移住の意向の有無（問12 都市規模別）

（[11]の注）
［９］で「どちらかといえば別の地域へ移住をしたい」「別の地域へ移住をしたい」と答えた者に、具体的に
どのような地域へ移住したいかを聞き、その希望する移住先の地縁・関係性を調査したもの。複数回答。

どちらかといえば
現在の地域に
住み続けたい

どちらかといえば
別の地域へ
移住をしたい

[10]希望する移住先（問12更問１ 都市規模別）

（[10]の注）
［９］で「どちらかといえば別の地域へ移住をしたい」「別の地域へ移住をしたい」と答えた者に、単一回答。

農山漁村
地域

地方都市部 大都市部 海外



（該当者数）

大都市 435

中都市 719

小都市 430

町村 174

　　[都市規模]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.1

13.2

14.0

9.2

21.6

16.0

12.8

9.2

0.5

0.6

0.9

0.6

0.2

1.3

1.2

2.3

17.0

17.7

14.2

19.0

44.6

51.3

57.0

59.8

日常を離れ、静かに暮らす

ことができる

豊かな自然にふれあえる

様々な人との出会いがある

買い物やレジャーを楽しむ

ことができる

好きな場所で長く観光が

できる

新しい土地で趣味の活動

ができる

離れた場所にいる家族や

親戚、友人などと一緒の

時間を過ごせる

64.0 

76.2 

39.0 

29.3 

31.7 

29.3 

28.0 

62.4 

61.4 

37.1 

33.3 

25.7 

30.0 

21.0 

53.0 

43.5 

33.9 

38.3 

32.2 

29.6 

19.1 

50.0 

28.1 

34.4 

40.6 

28.1 

21.9 

31.3 

0 20 40 60 80

大都市（N=164人）

中都市（N=210人）

小都市（N=115人）

町村（N=32人）

補足６．老後に向けた移住②、二地域居住（都市規模別）

○ 老後に向けた移住（問12）について、都市規模別にみると、大都市では、特に気候・自然環境、治安の良さ、物価・
家賃等の安さを求める傾向。
一方、中都市以下では、医療・介護環境や買い物等の利便性を求める傾向。[12]

○ 二地域居住に対する関心（問14）について、都市規模別にみると、大都市の約４割が二地域居住に関心。 [13]
大都市では、特に、豊かな自然に関心があり、次いで、静かな暮らし、様々な人との出会い、を求める傾向。[14]

６

[14]二地域居住に対する関心事項（問14更問１都市規模別）

関心がある
関心がない

すでに実践
している

[13]二地域居住に対する関心（問14 都市規模別）

（％）

わからない

（[14]の注）
１．［13］で「関心がある」「どちらかといえば関心がある」と答えた者に、複数回答。
２．複数回答。回答割合が高かった上位７位までの関心事項を記載。それ以下の関心事項は記載を省略。

どちらかといえば
関心がある

どちらかといえば
関心がない

気候や自然環境に恵まれた

ところに住みたいから

病院や診療所、介護施設など

医療・介護の環境が整って

いるところに住みたいから

買い物やレジャーなど利便性

の良いところに住みたいから

治安が良いところに

住みたいから

人の交流が盛んなところ

に住みたいから

新しい土地で趣味などの

活動を始めたいから

地域に貢献できる活動を

始めたいから

家族（子ども、親、祖父母

など）や親戚が近くにいるところ

に住みたいから

物価や家賃などの生計費が

安いところに住みたいから

地震、風水害、土砂災害など

の災害の危険性が低いところ

に住みたいから

新しい土地で新しい人間

関係を築きたいから
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(％)

[12]移住をしたいと思う理由
（問12更問３ 都市規模別）

（[12]の注）
［９］で「どちらかといえば
別の地域へ移住をしたい」
「別の地域へ移住を
したい」と答えた者に、
複数回答。


